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･今号-I-i　吸いいあ正Fh･LT-_が葛私‥才
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'= ll.:i･.i.::二･,.Lf'.十

二二兼葺乗､兜鱗でL集ま里見一1

7ぼLJJ　としサ参にこたえ註木二者

/,jして誓課し仁君㍉泉;,}7/絹/0日//

日　東無暗蔭滞豹=て　野'錐挟寄

木全を困複寄ることがゼきまLr= a

･し.･･憾,:･1 ､･t~l･ ∴●　･-車t

じまって)細たく,-さんの方々か藩よ

りました-♂

#a食で桁乾しTJでス養剰閑L:1番

振れた方々甚r b顔馳犬上もバスに

ゆら117の取でL,-たので弟子を磨く

Lなし＼がと1/C配しましたが､にこ仰､

fJJでスガイドさんのおあしや.易々の

おしゃべり,また. _竣坪‥砂十教叫

･畑伸どから衆牽きわたを護との､

2　-　　~-

アcDI i-/ラ∠､､

Lkl･･鮎,lL '･ニ~一

文節良庵縦線
'''･.:.Ji':"･ ;一･i

即妙11番IT

輿雛皇
く融鮒J脚線)J
tjtLl t･l三貴呈.

I ''.工,吉_;:::I;:.-:.

大会顔3各

節象ればフ
副真串良蜘

■

･

-

･

(

ノ

ー

〉

ト

ノ

ー

～

.

∫

-

･

＼

･

1

号

･

･

1

-

-

∫



/i-lJr二十T :T'tk占顔句意

搬-)､/ブました｡

度会クあL L<っやら此死穀をなどで

轟丸っことも怠れ/0日芋後4時拳汲

みん慧元気こ食掛沫テノしガ-ブ

ン′主動香しました"

PJL磨りす､ LL噛襲うちゃんご-森

jJ牽7ロきれて　公職慕さら巨　に衷b

.17＼空を感レ安村や機輝(/減免た

ち甚　蓑-.針わt二プ如.

試､ランチ,]アC;1才R/-:,I:.考lj闇っでし､

杏,志向･乙C)

覇勘鼻範良7)動/甘プロ射∴享′/ I

旭l e衡Z,'1%輿C/凍EEjさん個昭夫の

j　虜狩乾生tフグし､て北天0,菜園衆生

cnご動/､きつを淘さながら_ _躯rA?

･象ク　当廃盤(7)みすすd7)メニユ_㌧/

ノンシ鋳'/ i二島っ71'みをうつ人.尭絶

反応を示す人｡

寮才/)L　お題の方が｢H ･倉｣l-JS

慈し､とIitb､佃こ盛動魚1為八､など
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次労しだいにおしゃべりCn声も高く

なフて　観象ll上ったところで

脚熱,^[はしたQ

鼻音#_など誹El己約､ら附I

3-/)粟野ヒ薮奥野姓を囲んでh

臼ころ(/)J園み磯につL LTメ脱一-

汚執二つし､て画姦髭1----腐れて藤に

なみ,(ir才-I/'JiT:ラ,lL拡できrlとこ^j?て

ネ批終隼鼻LT･:チ

今軌ま.炉極力蜘衝に御

i,Sかた藤棚さんご乗客や､長

し蘭メ溌頚tlいた棉茅さん脚

された腔L新しく愈J＼ら折方が

4易いました｡

々C)衡ま零腹で休みながら3{し

ゃべ[)に錠を嘆か¢有人､はじめ櫨

#J'tL＼現)cBに人和人.抑シ(-I/ド

3//)TT孝ウ(.=徴め人など全緒貧

し切rJの鼻寮芝iJ封象ってみんな

鷹う蒋顛契しんでし､ました｡



//掛ま　十勝鼻に蒙る軍産でした3,1で　秘.とか晴れて13-L

L､と祭ってし､讃したが､山fま動ノ､にく壕imやo

朝食を経ち朝晩い摩し､で食rJ=衡ま　みんなLt.i L塵自由

旬梁をして　諺触､蕗(医療藩論-一線紀)を向ききIr,L-

r二｡

牙グ国夫会(^漢議は.金魚頭白き(-Jって了承され副臭轟

凌ク畢革;5ん,Jl庁低如,空っ王寺殉oB責大会のプC77ラム人

を終え諌した.

良　木象山はやfjl/)数万中でしたが　つ励た<-ごわやかな

擢轟の窒素互換ノ吟がら癖＼らバス代棄/)こみ､山に同

いまLr-"

太勤瀕牡C*かせてく州よ　さ々かしすばらしい色彩/二

お3,伽であろう柳平色鹿()めけ. tL/山彦aちらL-i"

恕十勝象望凍色でバ久をT I).旭クC)空気を唆し､こみきした･

Jみなま～ん, Mせ,晩1天象正餐()ましたよ-.轡''

こ,みんなそろって､紹恕蕨影｡
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L副ノ彪牟尉Jtて　*'L助府を釦かかな1∴庫L/lJで芳

旦しりこきさえ食.tfd-がL_,ち3=っと登山o

濠の下に-7 i:ノ怨7pLIも々を見下ろす鳩いし＼紛P

tノ)〟,と蒸し､働.､ご　診たし山′7,空茶莞肘一･一拍･:jjL､二/1/-(

--一十'/ Lイ1J体･/1祈子が(よくfj ′月1,本か.一一-,-I,,戸::fb,軋-一

針溝費tti/､最に嘉匡庚淫ご一家､御封J二乗冬季鼻

二㌔ん二､一｢茨_'=-祝′滝JLjレし;:1r-が石　女冊､＼圭い賢しせ埼ち切っ

て　ALy,I(ス鳥目二五　二浅緑主音l･/.十勝教室象苗を出演J

-一路j7LntlE仇ユ-ガラ謝腐食竃へ.
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†二-ち-｢〔--､く=9-ノー､　　′一　､.　　　　_～.ノ′~

･ -J---. _二一二二=二=二一･一

一一1･-ニ葦二二二二二~二二二二｢ニー

卿医師の紹介

J

○　奥野是正先安

二項在　国お廻叫戯弓大肇旗教授

北嶺適大学医el毒紳圏勝てci ,I)豪産筋蜘軌こ

却とられ泉の幼稚純水釆_衡敏､大倉､医療強豪､

鰍願にこ大変お世話にな.,た先生です.

励i. 1=脚を薄暮(′観小森)など榔蘇

(I._北独酌じこして　こり盟よれていき可｡

0　東田　象　発生

腰在社変格を麗人俊衆多宴会渡歩

山C7)争IJハビ11･tzi-ダー務療軒優良

j庚舶変殉淵夕禰射手こして-長し､蘭.細晩

生(葡坤)こ共に. j鰍初めてC)碑窪御扱えlこぞの

され､きた.牽くの酌医を簡拭してきました｡



閑i郷こして　れ僻南島かすきし㈱癌

鞄こ神野鰍)rJ.嵐産　山_79阜I)ハピl)せンクー　北

射り/化リセンター(*蔵相)こ見通漬して　確魂縞産着

の糸車売療L御願摩重症患者の勤榊しこ一骨し

たプt:1ジェフトをつくっています汚

さ,:,i二　番区訊軒Iこ今Bb//日向鮎二親親御

級( /2/蘇) ,励み車庫で,_ibI)蹄乗は孝轟センター

と適携して･帯㈲究軒を艶すみ子鼻です

頚在も. jt御中Cこして　一基軽水.食♂外来を

-担当しています.

今軒は友の,&会員と/じから為象を森外為ために　ご争

東の坪を王いて　わざわざ鰍､令みt期されきしT-"

○碕方　姫多売里

親在北大医学節糊軌こて.肋もこぞ

為蘇L研和こあたってかフれます｡

今回は会員とCn触るために_乗切先生と兵L司紬ロ

されました,

一,一挙出
た㌔芦と≧=~~､
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全巨鯨草創㈱
(刀8　日　巣　食)

凍　　　　　　竜泉

私たち依B謝プ47算7靴頑鰍釆和のて　他線

Iれて厳秘逓衆で大飯鮎乱r=｡
全身o'歓クや〔中級ス督蟹駄己に雷しみ　東泉ノVO不熱くおtf

凡てし車ころIrJ,ま　貯旗す%/ここ･j:できを右､こ.二でしたo

声専･//1琴就偉功準に匿　八､/トcLrJ二乗'蓮如､Z:,二二三九でき

∈叫.㌔ r:Y賂tlq/･'tも堀口してし､ 3 1J､

･/: 7一･ ･` i: :'･ ､L･:l･.･･ :･._i･-'て∴､二.j`

黍;簸二新た,た家族や　鋸ノ　轟に主項司ってし＼カセ患轟き緩;I

す蟹/!7(,,,賛拍しであると製ノ＼鼻音

J　免:ll,恕線条#I/J=ちば　を爵一束勅確執て蘇[1含L､､

園丁亨し令も､jj:17二･-,タ､二C7'擾断｡餅働確(})ご碗抄を得た

かざ二ノ　ここ堀毒免こついて.分掌欝をし.とCはうにえち約九Eよ,i

L＼のか＼免官f)冷いきした.

また､私たちC頑挽躍トの隼着､物方々と北嫡轟

㈱洩繊Lして､静困弛疲弊と奥教頭翠を.岩

藤棚をうったえてきよしTl.



まだ　友の会へ入っていfJL､藤物患者と継ん

へよt効＼ (1きす.

ttLl索たちと一得に　二滴丘尊び　共(こ之ち向いきしよ

うo　そしてー賢く欄と犬上こ瀞軸ーと　親

と原因の究吸ヵた棚勅t二､と/雌みましょうQ

励きし軌､たすり合う栖句LfJlて　-人で鳩み夢しんでい

ろ紡乾触なくしきしさらo

/ク8/算/0日//日

食逐蹄無敵愈ゴ聯会

封it　復員公で為し合ってし､まeんので

馨細は決ってし､きせんかト,㈱医会

ち. 4招畢旬に向きたいと軌＼き奇々

物｢行事予足｣に　ふ含きmえ丁さし､,

くわしくは　次ぎ｢わだち_lf､ご寮狩しま

-･gが､包酎召矩ど･,LAil･]Lて舟(増すので

-/*L L､会長のオ/守もt Tこくさんご衆口下さし､.
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直　席　講.義

i t犬神経内科

;ごmi敬二_-an,hm肌mE机潤桑田　毅.発生

おlSJ: /-)こま＼いきす,

:?(!フ多伎L,Jj菌批判射豪産筋無塩)tp蝕まとめて.今

/#,i-Aこと･lJノ串為しす7-工LTIiまかすかしし碇で可が･過封す馳＼

Mt30鹿島Lを触､打た方　また　今回初めての方もおられ

ろよ七で　々.CB中敷at:二六でW-にお藷し/J/_し､こ思し＼3

号｡

皿産武藤か方lコロ

Mrl伊症涯につL lて甘麿さん二物こt(Jこ碧い書写が､

欄ま達成伽l才が人L-Jl)それそれ撃っております｡

姦医0号凍み方弟寮Lこ対す為反動卦差があlJ 3す｡

大利しまして　日的ラ型て＼賂庚下垂や複視たLlで　イ也まなんで

i,なし､^.または.軌こ鞠しが　手足か脱かすみ.

手足に脱力t計なし､が､声Iてカが蝦れ､｡儲払込舶ポ虚し､t客

L lろし､ろな型土讃舶す｡
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金紋を適JJてし､え滋締軌ま斬とか休んだ物裏拘淋jIく

畑′した働く出て㈲tlまた泰に零rJa殊

与金尋は幼児からかなり,)等を冊で　と､C)勤tIこも出ま

すの

L-]口調蜘こついて　□□

萌断はそ頼3-ビ激しし病魚ではありませんが､脅し腐免で

fJL､r--9) -凄萄察しますと蕃易なんで号が　-産毛,接してな

し＼tl区輝楓あ[)ますo

葛断方法としまして　落石きんに底板よく聞き　次に碑

径守衛な覇寮を行し､許すQ

大草ri'二とは　riG-再帰こ鋤こ症状をもつ缶内の南桑かあlJ

阜r':)I.

テーンシロンテス圧1/愈聞疫さっとこよくなって　写く宣告/7凍

応に右て　筋肉tc)南桑ヱ磯IJt,守きますo

r-J-JL-　口倉のうちでL　テン-}ロンlこ耕しfJLが　ワブス

チタミン各藩応すみ例も考rj3才ので　テン->ロンテス,+)

であ為からrlClでない　と甚毒し､きれません｡
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署に濠泉お姿草紙触行います.

｢恒言分llf･ r r A-t･扇責苦r ･ ,I,恒　外来適敵で抑-fr,/ :b･,･3-

.′).〕

㌦/､ ■軒孝芽杢鋤や,泉､畑二才Ur　∫穀瀦紅対すji･d･#体を検

定,: L ,( ,,J･･,傍一丁王,-i. :,鋸刃う＼二　才L;i右鉦打)Lj:･7　　　範子{

粟津1LL手拝し,I:=膳し怯甘二∴ 11㌧イ-r ,'エtJ

77セ右上7 1]ソL,･1,1-/7']ァパ紅崎JL I,.77､ら終い　笹し甘Lフ覆し､.

とは言え甑丑フけ了各

二頼ノ′-瀦紺-要言郁LlfLl/{=r甚訝肖仇終垂プ-上だ

刷:_～L㌧ ･-/摘噂　′_};:-,,/:H_打　電首肯見.挙動頑見(,慮栗7-,∴

一億　第l靴フ止王木筆な二,Tpで和才3す.

Ljrl飽原因-有力他日口

牝l　二働く品ころかo

発症の原因が不明なた列数轟舵こなってお'J世界やcB争

く(7博虜櫛してし濁ところであります.

二CD病終盤臥すなわち　をifJlカか潅げ右o)かドついて乱

逆耳　た=いたし切と二勿(麻って乏ました｡
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審搾油ヾ雛鳥こぼ鞄＼ら沸命令で動くわけです

俳L虚　字左胸)-笈磨き瀞で動プ粂こと庖者/えます乙､ iB適lJ

確執J'.魯騒之下って　宰酵お頭纏蘭鷹で勲巌をJL.渡かえて､葦

春樹あって缶内へ到達すみれ呪､-すo

それ私産Al･]イ腺徽/励1緑-汁ft雪が　そ,?,′細別奉遷惇

-番茶猪豆　額隼雄的ガ＼ア-A;,:A ,,Lr1,リノ,vJL＼う兼癖でノ倍額玖

I IL :･: i

l/t ･':;,:/l題牟　=/,7'畢封むを戒令L'/i現象),T'tlうまく伽､＼なし車

[1下す

笥紺鋸一悠　7-(,':手7lL,つりンを老け右脇如jt,淡-てお/∫ -:川.

卑アゼナノしコl/'ンし17!,守- (葉巻鉢) {/し､し甘軌

｣yp気をぎ和こ作挿L T,封IyuJ/jl- /博粟キtr /才できなし車廿十琉

〟

日日兼ft,コljン劇C)作動二つLlでIrコn

ア+3才ルコリンか恵,3:67た月では　助けただけで　右,1に:(/ -

(1まttん｡

二0)アセーチ/しコr')ン色調化して､ Pj=くしてし各う0が　=17/1

ンエステラーJttlこしJ/酵素で　ニG)酷熱7(あるC7)で　軌)っげ

ノー＼yV甘LPiY､V,､
-　　　/f



fj:レにrj:ら1-l､婚敢瑚瓦わあわけです｡

潜ま/しか今倣んれ､事変臥アセケルコ,)ンを食べてし

まう複日をしているわiナビ　酵素伽蔀ですQ

:zryL,こJ I) )馳ア促すJL,コIJンの鰯過Lこ増えてイ線畳

む噂やし　鰍葬ってし＼物ああところに入れてやみ

こじl =J r上刀を-)げていみ寮で,蔵紬髄漢であrJ鼻ゼ/U｡

口rJ柵掛二つLlて[北]

イう　ステロ[ド観二ついて

璃本Eま.愛郷7TJqJt僻巨しないかこし､うことです

一風互受容軌潮髄牽因子が　官命t力体の中で-フくってし､

730)で締なし庸＼と者えられてま守｡

ステロイド遠藤は承初は強襲紗lこ偽っれてよrJましたQ

ステロイドは解体を生物和親加(あ/十条鞠=粛軍為筑

体が,yfj:くなって<ろここに才｢て産米が履く的と秀丸ら､ ゝ

少してし､さす｡

その食味において　大敵行ってますe　小量では　あま

()飽くなし､こ者え3す｡

∴工∴三二二
/占

.
J
.
.



p)棚-一胸腺掻ぬ

次に　なぜ､自分で1-私舶1く為か　こC)ことになります

巌温､ニCB観こ鳳ってい',,3人に､姦し＼孝と臓物ミ脅

く､楓､は　大人になるr/､脂躯為財とすみ胸嫁が　‖ac)

メ｣頭だ大して殊っています｡

ニ拙､頭l斉// lてこ畢夢で乳

.～ J櫛cf li ､胸腺と日丘商秒＼肋憐hr=為ケ乙菖われてお/)

哀しTIHが､どの軌こおいてか大身1絢ゴ　rj:度　紬､

てきるのかは不明です｡

瑚紅涙:助平に､葡揮且鱗によく似た審鞘彩日掛ああこ

と,D唱紛らかてさてお十二拙ま選噂rj瑚腔です｡

解解は求継室(}'虜になみところで　負か′クUo)壕は　窮衡渉

でタi解り侵入した礎蒔き二村する務林をつく勧つけで､ j梓

に新藤産生す搬適し敵軍｡
V<　その楊柳て　衝動放た事跡紅l Lかi/贋噂在もCWtあ希こ.,,

で腕輪皇室か凱こな/卜も外が胸解の中の畢常死舵にだけ

向(1ら相可t;欄ないんこ､､和tt iW:筋肉執こも句ITら締

わけで　それ二才/卜榊のカが執1為栗象ではなし､かこ書わ

･一一二一∴二二
-- /7



れて釦)そ拍＼事案であ頼iy非常に秀丸軌腐.網であ/)ま

す

せこ･･C　-新種萎藤と_LてLま:/:フした周東をこ頼j:.j:いtI

いうニt:になり才乳

｡7f/L'和!ir/5滋でて光フくt　三㌦狛J7.,,,[′ LL ■∴こ　弄務か鼠乳Y, ( ′て

情　照輝を上から下,IjI-(二功i/侵して　面倒こか欄.講和耳遠,r二

十才(,A Fト見当をっげてe k見透かか闇iノたo

二組軍功帝京薙梁施動魂/産'璃飢掛倒か争かっr=功て

密!') ･}くuL､{/慕われていまLT=o

胃で,I f-ノつLT:i聖者云上を頗贋磯象してみ透すyL.貌汚し

てし廟列が,ff'(]廊紛碑出て竣癒した轟鋤1あります｡

解は､肇染出す,hニrJこ験-し-7　そ･,;)級/二見薮梅軒すみ

こ;二が大事な頼ナです

条衛枯葉'=,,チ--ダ-とし蒙して､ ･基斜て駆った乾酪押､孝

穐数2/～22人です.

二頼11壌LTTi　手術をす射ろて針)多可か∴以前は　スチL7イ

ド鰹いろい現わて郭榊炉少し舶十で･すが　顔嶺としまし

て､桑絶遠の錘藤子葦寺怯教範皇-3'-は寮勤こ封とはfJLt

E

　

　

　

/

…

＼

し

)

十
＼
ト
ー

叩

･

　

1

.

.

了

仙
構



が術前才′)詞享牽くな7て釦仁割矩劾略し､と,J71方は

T<ふよlj頚だ′㍍'したn

諾葦　-射Jl第㌫矧＼二十み誉すこ･rHro,/.qll鋤紅撃夢/,i:_衆郎･

甘､今棒は　蕃

ヽ･

l【コ

二丁スキャ;/こ､薗オて塞象を符

日,:I,J鰐婁ノ＼阜/　//華-17J-- I ･ウ/4J私行:っC　解/r--

I-翫/1㌧′:㌔(〟,,J毎/てr Lj,く ､す

(:兼当･薬餌)

･7･1二三…i,,･薄さ一　往　景

LJ /描//i/フEh,,げ%,攻守巌詔倉,i/)嘉耽婁ー輿釈

生色桓払ノ-r　医療昭栄を行い註Lた,　　　C,'二ノ(冗)(: ,,

妙凌擬(^ヲpj寄生･せ)

京か争いんで憩いかr/いわれてし､量か-- -- T,

2茅建前から詞才が藤く鰍.ta.物唱しくf,i:/)蕃

妄如くなくな7 ･て像的-:二二ともああn

そC7)他､貌フ噴く　かぜをひし＼たよう感じかあったり.

下痢をLT-A)､又　観こかせ為こともある4



卿鵬闇言妄語Z菱(-米)

主瓦｣マイテラー一顧まj書鰍浸し廿刀へと､右脚なコ

ントロー一一/Lカ11勝てすo

ウプレナL/臣,々L71東で溺蔓虹で号が舶こぼ､

あき両鰍ていなし､p

発露復員し､/～ T:L　体を勧ノンし′てし､て　顔塵竣僻すみ

i二は　メスチノンが勿力感乱ま短いか､コントロー/L

が.容纂て衡礼

また.観月綿育毛には牌二円qc7)患者C7)齢L型

にはまっナ勃方でrJく　産れこ応じて秘ここが大

改正､あちo

薙包執j:慶材量で徴紙､々C)風塵細か＼くみて.

稀々に物産血豆#Jiで飲みここ｡

MG功闇貌以クトのことにつLlては.診た　C)ちI3tltIこ

いたします｡

ト癖関(β/8茸生･女)

発症後4言問熱く変ってい壊し､が　ニC)きまで良し､W､.

旬倉では　孝行t.日が厚くなってLl7?｡

20



泉羊昭島象形でli　姪和ぐないこし､われてし､考o

かこ　プレドニン太動転垂走行ケ･),tとも言われ町方D

∴二　_---∴:-

[二重〔=3　薮?宴等l-:r'し､丁､風薮　コントロ-ノしか逆境と孝

/;し,l∴

-70日:ニ:,大豊観l'3　両乱頒jとし､才弓/もみcfつに

非常に肩章-LiTj:爆倉jJあlJ. 3た.逆になる湯合7Jあ

第- I,'#動こぼ入提して孝諸掛,1/t!;要どぎ

し＼て拍しに(,てる　あをr=の藤勃ま　もウ4与もi星空

てし働-=肺臓硬や勃登にフいて.全豪動ニ

ー専儲圃雛l璃べf,E生すJi/Jt･動＼ああと者九条｡

一　>褒詞(JS壊フ笈生･男)

碗在遜枚/峯隻で　2穴発症<-):/) /そCは動､躍軸こ通っ

てい'kb＼---一

発軌べ釆7/Lダクトン/食ウプレナLL/ド2儲史観夕之園

lて分限C　鮎　アjLタグトンを鞄上し　ウグしチ-/ド後

だけとなったが　適地＼とうか-一日

月齢鯉互1 ､ウプレチL7ドが中止されても鞠こ変化なく.



浪粁動ヾあ(']撒二軌.唱もあみ.

.以前-/oL-巨こ,5㌧.翌韓日仰融f7ZL鯛鰍7たが

解に衆頼みかつた｡

圭二なコリ朋御琴生けで,,那,I.,/伊JL,:I:′律!ニ鎧輝がみろロ

ーか舶行･frきて乗船､これ-,f>)で鹿渡粥

べ竃.iL,li勘でああ,

小児F:,･?寮執TJ7いてピケすちか,

小量ン蘇軌二,.一･,,いて五･雛かなり解･,てきてし､右

(7)で一房播解凍二満煙であり･.また:71,ウメ/功腐

翫1.盈験す7,,^1.までなし肝こ者えらかしみ｡

;,,ち癖悶( /:,千/茸宴･7t･ )

且蔀締穴辛胎齢た縛を繁り･./･+. ,:),1敵ノ楓､こr_]J I,:射な

い一一　　g

誉昔JJ.一､ ,-:･きLf::I-]1. ～ ;f鼻二㌢享J3 ,,JJJ}-;_=･:J)～,'=-

｣妄｣　名･',隼点持ブ聾:Jj確姫耕堆据(-ljJあるL7)でそ

'J73凍t-I.-:-_IT薄暑p･_ ,′圭( , ･く需L- (/好ていただ<ここを

写す与′)I.-す,

-　-　-･-_二一一･一-I-

ゝ



＼}■

>頻閣(rla?互生女)

見た封夏が左1JWLかじ'1号軌二部あ,目敏,!､みニ?,IJi)動/13､

｢亘コil･GT:7度葛二三んで臥牲潮丁た場合働かし.

･′ ∫/で＼ }7,,く-1′おlJ ･%尋か　腐れあかiiirlCj1.Ifよ針こ

-;ト

軌l lL帯鞠j　いれ､,,37射ノト親軌でみて　何i膏

ノ･,I.I_い'_ I -I ,/I;iP=.ノ棲(-JJナ遁T:/:ftI kJj:J73-千･ :虐黍.1':;-T]

7:工Lt-ノ宣/､､巨･J: ,Jtfを甚<_好打づ鶴ノでみて下,さLl ｡

軒牽問(′922罪･.女)

葺/鷹転f三i)＼-　Z_J覇叛縛碗抱と賦役1号,,た｡

-　　∴　:　.　,I.　:-I :･･　●7-:

牌こ7:/7JJ軒,1.ず('}･と侶旦ち上か先二とか回数D

ロを]姉駄ヲ宣- :3寮紘みて効果耕扱⊥てし朋ヾ.個々

ん/lfJ師o壕教壇速度執てよ′虜はあるo

封J-:壊し蘭癖､掠肉(1肴蓬もおくれているここ

に式/J　あ吐らずl)ハビリに魔力すみここが/必要ど

すg　お初tす1こ　動くcfうにしてみて下さし､,

L j旦ナ`

伊牢番----轟エコ--由′
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小川凝羊さん一

常宿Li ,5'f/笈D

御伽i二　予熱掬隻だ烹/:斬押上こ･Y:乃ここ-I

′鰯勤二鷹解を･梅釦　令嬢ウプレナヮド/鍬と違約

あき.,)-ff<　元気i:.射して:･L｡IL.JIG/瑞とlllことでS.

_　一日--　1-　-■･･.一　一一一一一1-　一､　　　一一　Lt　　一　　　一一.-L--I--1-I--一一-ヽ､一一t

㊨嫁孝37-=･ん~-Ml

確07覇封9磨く二は机､t- Lカ

ニrJO　お店象や-'でし＼る

上､ま､チ3んが5メ､し､.参の

で　天象桂しいだし､ウニLY/

で号.

し､ろいみな行李L A=j*ロでき

fiL.謀が協奏とChことで

す｡で1,.々刺ま丸こし

FJL､で.乗員でガン/ご､7て

下さし､D

-一一･一--一手凍猷さん

3肋､ら息子さんlニ

歯科産院を炉すlられた

とのこと.

今11.円葺J/目し虜

の鮎がよくをLlそう

ですが　ム愛鈷したこ

と包巳て4′よ/^7ニ/Lど

よ･られました〃

省三,/V1, I/鶴差し

上げてくたJ25し､.

′T l∴∴
メ_　■`

I;仰.:iT･T鍋､封



｡ C禦;0.｡誓紙/お%o o c上〕-拝　殿　}

打　しこ.′　み一に恥入　裾年lr/,鼓J-JtJtHFj7 I T:L廿と

ミ　　Lj/UIJj,i ,LTl　召､分｣詔叫′-fi_ブt iH,＼1-_I/

･ヽ ･　　J!

】　　　　　　　　　1　　　ーj三′ ,ー-′　て代　も

日　　　＼　,ノ′照ノ　峯-L　仁

l

ゝ■

I I        ･ l  ､   l一

1　　　　　　　　.-.･ I; ■一･r:

I lオ､,

_　･  ･　! ■ . ■

1/　l,, / I i,

: I.r■■ .･凍.I

/モ<(､亀.I ,,,VIJJ､､ふL ㍗

葦--) ･,丁-),一一人-しン目し机.〟芋･目蓋ト､友llJ汗] rtノへて

I,ノi L冊裾て率1日しい､結′-′津し　打だ､､,J.0､ち,f卜rく0､

L雄訂T,jJ t励3-1riLT-車まLr-.. L岡qfJ-(二まT-/a-r,/ti二,J≧の

カ川-,､ト/ト∫二-ろ李t,捉っ仁孝裾鋤ノ再こ再成.}拷∵

巨L,霊い3 Lt'L

2∫　･



私老境わし3,1･濫i i-_jJ.私=略J (.67_.い与Lr二･ -うLて

熱軒l fj r:I I,,_JてJT三ろクfJL七･l;-JPL ㌔ )3-/:Ut:1才jjl凍上'i澱,flトレノ

てt折笠_昭f l､_..丁エ､恒:冒 dtJか　いろ＼す,撒町U L1-1lV車

:I:Ti孝上し車川畑{ /オーr,-I./､. :Lj,･t･二挿し王領畑ヰ埋,i

F:-TjT,･､-l'j'･tl　一･律｡へて(i: ､ていと一聖一′　:A g･

.il,JニーC,fl.f'･t /Jう車.Tナ',Lら,二.プロ,い･_り封巧く7-7=<'ち乱･

虹/,Hbf､膏jl-`⊥守一湾ニ拭　し, ),(

.rJ r/-I-i-.T-I;ノ了　′　　･-T　-,,LLr･外㌦乾,こも･い　B † (

/一心/-,)日､"　滋狛1/.I.二日T t　,r,I;,ヒ択T,壬′　t珠

/､∴緩　げっ臥-,…　　^L,L伊Jい　りけt緒L､`lI;-t山L二

身_LjきI T-

って∴1　-/(LhJ了･:Tt-ぁF 7,I l　-FjJト･ ′ /1㌦二･一

･" :.- ･ ,I ･.Lノ･.t∴J<･ <･一㌦ . I_-1.､.11･. ･ I.,l　:I

･壱こて,も直るfつ, Ll一

夏L且　レ-L､畑鉦′亮',ulJA/昌7(, .掛- I(　- /日-I,亨J

･いも疾し-苧7′~汗こ　い(/- I,巨'J.,-が;ijlも′ (Y,,7-｢パ-i -i

4､-- .r/hL三､7,,りす
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各功翫括り乙のサi/-7.ケ?孝ちかフ｢-JT小ど,唱えIvL一濁

J･:i  ･ ･二∴∴ ､･了;.､日　日　､ チ ,.†).､

い聖-おか炭山て1さ-i lて薯こ/して-‥ HF.

こJlからも･ニ),LT･烏合▲′宜由か一身｢雄来て､ /人7.もJ,)くの

人動､各卸て王者こlLてくいる争pt蕗る･弓.--と励r,-i-許す

余り温くhkXAT,､TLいど,丸い｢∴ L卜tL3､わあ,I.して. -a L-,～

･･了. ･  ･･　　　い一･'  ･  ･ lT

ゝ-

確りの希を一紙1人TJい3つに
､

ユー-一') , Tt,Jtlu乞L,}

r-l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'一. 1
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杯は　L- ,.,再,フ教【っ一つし一･_ヨ丁;らH

｢:1Lt Q＼で;7_ tl bp甘

利終年　璃水　旋杢升

柄､､､二か了勺~ .1) /J3:I;･JIり

す斗4..-つし/),カ･Ipj､L取l;,了　ゝ

束縛　車紬稀有

ノ嫁

77-

(_■/I

:･11ノ　}ヰLこ･

乱伐寺

豹,I,a-

希夜東

77年丸底
1J'･

､　1し

中､rJL

巧守　埼ilg.
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